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AFEZTOMBMBHEDOEK

Breeding of interspecies hybrid between Allium.fitsulosum and A.tubersum by embryo culture

Masayuki AMacarl, Kazuo Onasni, Sakae Kimura, Naoko Ocurt and Akio Koima

Summary

Interspecies hybrid plant were obtained from Allium.fitsulosum X A.tubersum by embryo culture. Ovaries were excised from the
flowers 5 days after pollination, and placed onto a MS medium supplemented with 6% sucroce, 0. 2% gellangum adjusted to
pH5. 6. After 7days of preculture, immature embryos were excised and recultured on the same conditioned medium. Whole of
experiment were performed at 25°C under white fluorescent lights(3600 lux/12hrs/day). From the 1275 of cultured embryo, 2
plantlets were induced and confirmed to interspecies hybrid by number of chromosomes (2n=24) and comparison of esterase
isozyme pattern.

Somatical variants of hybrid plant were produced by tissue culture via callus formation from basal stem tissue. Among an
approx thausand of calli clones, we selected a few of A.tubersum type clones. In order to investigate the characteristics, they were
multiplicated and made strains. As a result of observation, hybrid plant has some intermediate characters relative to the parents,
such as plant type, leaf color, shape of leaf section and flowering time. But the hybrid plant showed sterility. And the examination

of volatile flavor compound revealed that an unique compoud exist in the interspecies hybrid.

Bull. Tochigi Agr. Exp.
Stn. No.43 : 87~94(1995)

BHE1 fHERORAE BHE2 MELZBOIMER

EfH4 TAT5-ET7AVHFLLD
FH3 MEORBHR (2n=24) BRKBE (B, =T, i, 7¥)
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栃木農研報　No．43：87〜94（1995）

ネギとニラの種間雑種植物の育成

天谷正行・大橋一夫1）・木村栄・小栗尚子・小島昭夫2）

言

緒

1

　栃木県におけるニラの栽培面積は約400haにも及び，

出荷量は日本一を誇り，本県の主要な園芸作物の1つと

なっている．栃木県農業試験場においてはこのような背

景をふまえ，育種に取り組んでおり平成6年に新品種

「きぬみどり」を育成した．

　ニラの育種目標において，最も要望の高いものは抽苔

性の改良である．これは現在の主要品種が夏抽苔型であ

るため，この時期の収穫では出荷調整時に花茎を除くた

めの作業が必要となることによる，このため，不抽苔型

かあるいは春抽苔型品種の育成が強く望まれているとこ

ろである．しかし，遺伝資源が不足していることと，ニ

ラ自身が持つ単為生殖性8）のため交雑効率は低い（推定

で5〜10％）ことなどから，これらの育種には更に時問を

要するものと思われる．

　しかし近年はこのように有効な遺伝資源が無い場合で

も，有用な形質を持つ近縁種を利用し，目的とする形質

を他の植物に導入する事が可能となっている。種間雑種

による育種の成功例としては，交雑によって耐病性を導

入したトマト台木の例などがある17〉．また，近年のバイ

オテクノロジー技術の発展により，従来不可能であった

種間或いは属問での雑種作出が可能となり，手法として

は細胞融合によるものや，交配後に胚培養を行うものな

どがある．我が国における事例としては，前者にはオレ

ンジとカラタチから作出した「オレタチ」m，後者にはハ

クサイとキャベッ（カンラン）から作出した「ハクラン」

9）がある．

　そこで我々は，ネギの春抽苔性及び耐寒性をニラに導

入するため種間交配後に胚培養を試み，ネギとニラの種

間雑種植物の作出に成功した12ナので，ここに総合考察を

加え報告する．

H　材料及び試験方法

　1．　供試材料

ニラ：グリーンベルト，テンダーポール，蒙古×たい

りょうのF1（後のきぬみどり：以下きぬみどりとする）

D故人　　21九州農業試験場

とネギ：新里ネギ，元蔵ネギの各品種を供試した，ネギ

は慣行法により，パイプハウス内に地植あるいはポット

に植えて管理した．ニラについては16時間の電照長日処

理を行い，開花時期をネギにあわせた．

　2．　種間交配方法

　1〉　ニラ×ネギ交配方法

　苞が裂開を始めたニラ（グリーンベルト）の花茎を選

び，一花茎あたり5〜10花をつけて残りは小花梗の部分

で切除した．小花の花蓋弁を開いて商を除去した後，パ

ラフィン紙で被覆し，7日後に開裂したネギ（新里ネギ）

の繭を花糸をつけたままピンセットで持ち，ニラの花柱

に花粉を付けた．

　2）　ネギ×ニラ交配方法

　苞が裂開を始めたネギ（新里ネギ，元蔵）の花茎を一

花茎あたり10〜20花残して残りは小花梗の部分で切除

し，花弁をつけたまま繭を取り除き，パラフィン紙で被

覆した．7〜10日後に，ニラ（グリーンベルト，テンダー

ポール，きぬみどり）の花粉を柱頭に付けた．

　3．　胚培養条件

　1）　ニラ×ネギ交配を行った2〜6日後に子房を切除

し，70％エタノールで表面殺菌を10秒，有効塩素1％の

次亜塩素酸ナトリウム溶液で15分問殺菌し，滅菌水で3

回洗浄したものを培養に移した．子房，胚珠，胚をMS7・

培地（ショ糖3％，ジェランガム0．2％，p　H5．6），MS

培地＋イースト抽出物（YE）0，1％の2種類の培地で培養

（25℃一定，3600ルクス／12時間照明／日）した．

　2）　ネギ×ニラ交配を行く）た5日後に胚珠を取り出し，

MS培地（ショ糖6％，ジェランガム0．2％，pH5．6），MS

培地＋10％（V／へ7）ココナッツウオーターの2種類の培地

で培養（25℃一定，3600ルクス／12時間照明／日）した．

培養7日後に胚を取り出し，同一組成の培地に置床した．

　4．　組織培養条件

　ネギ×ニラ交配から得られた雑種植物体および無菌実

生したきぬみどりの茎盤をMS培地（ショ糖3％，ジェラ

ンガム0．2％，pH5。6）に2，4−D（2，4ジクロロフェノキ

シ酢酸）1ppm，BA（ベンジルアデニン）1ppmを加えた

培地に置床してカルスを誘導した．また，得られたカル

スを2，4−DとBAを組み合わせた培地（第3表）に継代培
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